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日
本
漢
音
資
料
と
し
て
の
台
湾
閾
南
語

の
研
究

張

獲

玲

一
、
は
じ
め
に

現
在
、
台
湾
で
用

い
ら
れ
る

こ
と
ば

に
は
、
国
語
と
し

て
の
北
京
官
話
を
は

じ
め
、

台
湾
閲
南
語

・
客
家
語

・
広
東
語

・
高
砂
族
言
語
及
び
少
数
の
大
陸
各

地
の
方
言
な

ど
が
あ

る
。
そ
の
中
、
台
湾
閲
南
語
は
、

中
国
閾
南
地
方
の
人

々

が

台
湾

へ
移
住
す
る
と
と
も

に
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、

閾
南
語
は
、

福
建

省
を
は

じ
め
、
台
湾

・
フ
ィ
リ
ピ

ン

・
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル

・
南
洋
の

イ
ン
ド

ネ

シ
ア
群
島
な
ど

に
多
く
用

い
ら
れ
て
お
り
、
使
用
人

口
は
大

凡
四
、

一
○
○

萬
人

で
あ
る
。

日
本
漢
音
と
厘
潤
暗
杁

即
ち
、

中
国

閾
南

地
方

の
代
表
的
方

言
)
に

つ
い
て

は
、
す

で
に
大
島
正
健
民
が
、

厘
門
音
は
廣

く
台
湾

に
行
は
れ
、
其
発
音
は
我
漢
音

に
近
く
し

て
、
内

地

人
の
耳

に
入
り
易
き
音
な
り
。

…
…

蕾

に
音
の
方
の
み
な
ら
ず
、
韻
の
方

に
於

い
て
も
漢
音
と
深
き
縁
故
を
保

つ
は
慶
門
音
な
り
。

と
述

べ
て
お
ら
れ
る
が
、
本
稿

に
お

い
て
筆
者
は
、
筆
者
の
母
語
=
台
湾
閏
南

語
を
内
省
す
る
こ
と

に
よ
り
、
閾
南
語
と

外
国
借
音
で
あ
る
日
本
漢
音
と

の
比

較
対
照
を
試
み
た

い
と

思
う
。

そ
の

中

、

と

く

に
声

母

の
明

母

字

と

声

調

の

二
点

を

中

心

に
、

論

じ

て

み

よ

う

と

考

え

る

。

台

湾

閾

南

語

は

自

ら

の

内

省

に

よ

る

が

、

日

本

漢

音

の

資

料
と

し

て
は

、

い

わ

ゆ

る

「
新

漢

音

」

、

こ
こ

で

は

例

時

作

法

・
法

華

俄

法

の

文
亀

二
年

本

な

ど

に
見

ら

れ

る

天

台

漢

音

を

用

い
る

こ
と

に
し

、

具

体

的

に
は

奥
村

三

雄
氏

の
こ

(注
2
)

論

文

「
漢

字

音

の

体

系

」

の

漢

音

の

部
分

を

利

用

さ

せ

て

頂

い
た

。

初

め

に

台

湾

閲

南

語

に

お

け

る
音

韻
体

系

を

示
し

て

お

く
と

、

お

お
む

ね
次

の

如

く

で
あ

る

。

〔
声

母

〕

P

(
悲
)

・
、P

(披

)

・
b

(美

)

・
m

(麺

)

・
t

(知

)

・
ゼ

(
桶

)

1

(来

)

・
n

(藍

)

・
胎

(蛇

)

・
憾

(車

)

・
s

(窺

)

・
血

(
入

)

k

(公

)

・
k

(気

)

・
9

(宜

)

・
奪

(黄

)

・
h

(
海

)

・
¢

(
鮭

)

〔
韻

母

〕

a

(阿

)

・
0

(黒

)

・
0

(窩

)

・
e

(
挨

)

・
i

(
衣

)

・
ね

(
参

)

・10

(腰

)

・
.皿
(
優

)

・
U

(有

)

・
皿

(
娃

)

・
㏄

(
花

)

・
.Ⅲ

(
憂

)

.紐

(哀

)

.

㎝

(欧

)

・
㎞

(
妖
)

・
.峨

(乖

)

〔
鼻

音

化

韻

母

〕

}一



～a

(
三
)

・
ド

(
染
)

∴

m

(
張
)
な
ど

〔
鼻
音
韻

尾
)

m
(庵

)

・
狙

(
安
)

・
っ

(
江

)

〔入
声
韻

尾
〕

ρ

(
葉

)

・
途

(賊

)

・
菰

(
握
)

〔
声
調

〕

陰
平
声
-
第

一
声

(東

)

上

声
-
第

二
声

(
党

)

・

陰
去

声
-
第
三
声

(
棟

)

陰
入

声
-
第
四
声

(
督

)

・
4

(
食

)

・
陽

平
声

-
第
五
声

(
同

)

・
陽
去
声

-
第

七
声

(
洞

)

・
陽
入
声

=
第
八
声

(
毒
)

注

:
括
号
内
は
例
字
。

二
、
声

母
に

つ
い
て

ま
ず
、

声
母

に

つ
い
て
台
湾

閲
南

語
と

日
本
漢

音
を
対
照
さ
せ
る
と
、

〈
表

1
V
の
如
く
で
あ
る
。

こ
の
表
よ
り
、

次
の
よ
う
な

こ
と
が
分
る
。

①
、
台

湾
閾
南
語
、
日
本
漢
音
と
も

に
、
清

・
濁

(
中
国
音
韻
学
で

い
う
と

こ
ろ
の

「
清

・
濁
」
の
意
)
の
区
別
が
な

い
。

②
、

台
湾

閾
南

語
で
は

、
有
気
音

・
無
気
音
が
あ
る

の
に
対
し
、

日
本
漢
音

で
は
そ
れ
が
な

い
。

③
、
台
湾
閲
南
語
は

口
蓋
化

(
即
ち

上
化

)
が
起

っ
て

い
な

い
。

日
本
漢
音

も
そ
う
で
あ
る

。

④
、
両

者
と
も

に
歯
頭
立甲
こ
正
歯
音

に
分
け
ら
れ
な

い
。

⑤
、

暁
母

字
は
、

台
湾
闘
南
語
で
は
レ
で
発
音
さ
れ
る
の

に
対
し
、
漢
音
で

は

力
行

で
あ
る

(
宋
音
で
は

ハ
行
で
表
記
さ
れ
る
)
。

〈
衰
1
V

三
十
六
字
母

唇音舌音牙音

鷺

(非
)

湧

(敷
)

並

(奉
)

明

(
微
)

端

(
知
)

透

(徹
)

定

(澄
)

泥

(嬢
)

見渓群疑

台

語

びρぴ

●
口

b

・

m(

tゼtn

・
-

kk`

 

k

●
k

9

日
漢
音

ハ
行

バ
行

タ
行

ダ
行

力
行

ガ
行

三
十
六
字
母

精

(照
)

歯

清

(
穿
)

従

(
躰
)

音

心

(
審
)

邪

(禅

)

喉

影暁厘

音
.

喩

歯音舌

来日

台

語

tsts`

 

捻

・
ぢ

⑥

S

・

ts
●

(ts`)

§

(ts)

 

φhh

・
φ

・
k

φ1dz

日
漢
音

サ
行

ア
行

力
行

ア

・
ヤ

・

ワ
行

ラ
行

ジ

・
ゼ

⑧
、
厘
母
字
は
、
レ

・
¢

・
k

で
あ
る
の
に
対
し

、
漢
音
で
は
力
行
で
あ
る

(
宋
音
で
は

ハ
行
で
表
記
さ
れ
る
)
。

声
母
の
対
照
に
お
い
て
、
特
に
興
味
深
い
の
は
、

明
母
字

・
日
母
字
で
あ

る
。

明
母
字
は

呉
音

・
唐

音
が

マ
行
で
あ
る
の
に
対
し
、

漢
音
で
は

バ
行
で
表
記
さ

{}



れ
る
。
そ
れ
は

い
わ
ゆ
る

「
非
鼻
音
化
現
象
」

θ
Φ
昌
鋤
ω毘

鎚
辞δ
コ
)

に
よ
る

も

の
で
あ
る
が
、

こ
の
現
象
は

先
学

に
よ
れ
ば
、
八
世
紀
に
す
で

に
起

っ
て

い

た
と
言
う

。
当
時

の
長
安

語
で
は

、
ト

で
発
音
さ
れ
た
か
、
あ
る

い
は
少
な
く

と
も
曲

で
あ

っ
た
と
言

え
よ
う
。

こ
の
現
象
は
、
現
在
の
西
北
地
訪

旗
県

・
文
水
で
明
母
字
が
曲
で
発
立.さ

れ
る

こ
と
と
も
関
連
し

て
い
る

で
あ
ろ
う
。
又
、
南
方
で
は
、

汕
頭
語
の
明
母

字
の

一
部

に
も
同
様

の
現
象
が

見
ら
れ
る
。
カ
ー

ル
グ

レ
ン
氏
の
調
査
で
は
、

台
湾
閾
南

語
は
含
ま
れ

て
い
な

い
が
、

筆
者
の
内
省
に
よ
れ
ば
、

台
湾
閾
南
語

で
は
明
母
字
は
少
数

の
例
が

m
で
あ

る
ほ
か
は
、

多
く
は
h
で
発
音
さ
れ
る
。

従

っ
て
、

こ
の

「
非
鼻
音
化

現
象

」
は

中
国
側

に
お
け
る
西
北
の
数
ケ
所
と

南

の
汕
頭

・
閾
南

・
台
湾

・
外

国
借

音
で
あ
る
漢
音
の
み
に
見
ら
れ
る
も
の
と

言

え

そ
う

で
あ
る
。

〈
表
2
〉

例
時
作
法

・
法

華
臓
法
に
お
け
る
明
母
字
の
実
態

例
字蒙目彌靡眉美模

呉
音

モ
ク

、、
、

ミ
、

、
、
、

、
、
、

未

・
、
、
、

漢
音

ボ

ツ
ビビビ

唐
音

ム

ン

モモビ

宋
音

モ ム

ン ン

、、
、
イ

 、、
、

例
字味無迷費門民没

呉
音

ムモ

ン

漢
音

ビブベ
イ

バ
イ

ボ

ン

ブ

ン

ビ

ン

ボ

ツ

唐
音

フ ム

 

、
、
、モ

ン

ミ

ン

宋
音

ウ、、、
イ

ぞ
ン

モ ム

ツ

 

ミ

ン

例
字

密文聞問物勿満慢萬面免滅眠妙摩魔馬

呉
音

ミ

ッ

モ

ン

モ

ン

モ モ

ム ン

マ マ

ム ン

 

マ

ン

メ メ
ム ン

 

メ

ツ

メ

ム

メ

ウ
ヘ
ウ

ママメ

漢
音

プ

ンン

フ
ツ

ボ
ツ

ノ「ミマ

ン ン

 

バ

ン

バ

ン

ベ メ

ン ン

 

ベ

ツ

ベ

ン

ビ

ン

ベ

ウ

ノ、

唐
音

プ

ン

モ

ン

モ

ン

メ

ン

メミ

ャ

ウ

メ

ウ

モモ

宋
音

ウ

ン

ウ

ン

ワ

ツ
マ

ン

ワ

ン

メ

ツ

ミ ミ

rヤ
ウ ウ

 

モ

ウ

モ

ウ

例
字礪罵璃莫

亡
'じ、

 

妄亡望猛盲命名
.
明牟寛

ノ 、

 

母茂

呉
音

メメマ
ウ

ミ

ャ
ウ

ミ

ャ
ウ

ミ

ャ
ウ

モム

漢
音

バ
ク

バ
ウ

バ
ウ

バ

イ
バ
ウ

ベ

イ

ベ

イ

ベ

イ
ボ

唐
音

モ
ウ

ミ

ン

ミ

ン

ミ

ン

ミ

ン

宋
音

マ
ア

ワ

ン

ミ

ン

ミ

ン

メ メ

1ウ

ウ

 

ミ

ン

《
韻
鏡

》
に
お

け
る

明
母
字
は
、
内
省

に
よ
れ
ば
次

の
三

つ
の
グ

ル
=
プ
に

一30一



分

け
ら
れ

る
。

①
、

m
の
み
発
音

さ
れ
る
も
の
。

②
、

m

・
b

両
方

に
発
音

さ
れ

る
も
の
。

③
、
レ

の
み
発
音
さ
れ
る
も
の
。

〈
表

3
>
に
そ
れ

ぞ
れ

の
グ

ル
=
プ
の
実
例
を
示
す
。

〈
表
3
>

☆(1}

 

☆(2}

例
字棉麺晴毛茅摩度罵魔迷某

b_

入 迷
迷(
(B.C

B.CD
D)
＼ざ 速

長
BbC

∀

 

某
見

養

某
人
(
D
・

C
)
。

m一

 

棉
花
。
棉
被
。
棉
仔
紙
。

麺

。
麺

粉

。

麺

包

。

大

麺

。

購

。
購

騙

。

毛

。
毛
病
。
毛
筆
。
毛
管
。

毛

毯
。
毛
蟹
。

茅
草
。
茅
坑
。

摩
擦
。

什

歴
O

罵

。

罵

人
。

相

駕

。

罵

街

。

魔
鬼

。
魔
術
。

迷

(
A

)。

迷

信

(
A
)
。

入

迷

(
A
)
。

某

々
人

(
BA

)
.

☆☆☆

妹門問物満

小
妹
(
DC

)
.
妹
妹
(
㎝
)
.

妹
婿
(
DC

)
.
姉
妹
(
㎝
)
.

門
診

(
D
O

C

)
.
門
生

(
㎝

)
.

門
市
部

(
D
●

C

)
.

内
門

(地
名
)
。

問
擁

問
題
(
DC

)
.

問
答
(
D
●
C
)
.
喬

巽

物
。
物
力
。
物
質

。
物
体

。

動
物
。
生
物
。
物

価
。
文
物
。

満
。
満
出
来
。
満

州
(
地
名
)
。

饗

満
門

(
D
●

C

)
.

満
面
(
D
●
C
)
.
美
満
(
㎝
)
.

満
足
(
DC

)
.
満
意
(
㎝
)
.

小
妹
(
BA

)
.
妹
妹
(
鵠
)
.

妹
婿

(
BA

)
.
姉
妹
(
舗
)
.

門
。

一
門
風
水

。
門

戸
。

門
當
戸
封

。
門

風
。
門

口
。

門
聯
。
門
牌
。
門
外
漢

。

門
診

(
BA

)
.
門
生

(
服

)
.

門
市
部

(
朋
D

)
.

閲

問
各

問
題
(
BA

)
.

問
答

(
BA

)
.

物

。
物
価
。
物
件
。

物
配

(
BA

)
.

満
城
風
雨
。
満
地
。
満
。

満
出
来

。
満
腹
。
満
分

。満

口
。

満
門
(
BA

)
.
灌

満
面
(
鰯
D
)
.
肇

質

一31一



麻馬礪明名命梅

満

量

。
満
期
。

麻

(
シ
ビ

レ
ル
)
。
麻
木
。

麻
醇

。
麻
薬
。
麻
醇

師
。

馬
。
馬
鞍
。
馬
車
。
馬
戯
。

馬
鮫
。
馬
路
。
馬
力
。
馬
蹄
。

馬

脚

。
馬
頭
魚
。

起
礪
(
DC

)
.
鑛

明

顕

。
明

々
。

明

白

。

明

星

。

明

朗

。

文

明

。

明

仔
再

。

名
望
。
名
称
。
名
詞
。
名
産
。

名
誉

名
義

(
D
●
C

)
.

名
言

(
D
●

C

)
.
名
手

(
㎝

)
.

命
令

。
命
題
。
命
案
。

梅
仔

(
DC

)
.

美
満
(
BA
)
.
満
足
(
舗
D
)
.

満
意
(
鵠
D
)
.
満
期

麻

(
ア
サ
)
。
麻
竹
。
麻

煩
。

麻
索
。
麻
油
。
麻
雀
。
麻

磁

。

芝
麻
。

馬
鈴
薯
。
馬
馬
虎
虎
。

馬
上

(す
ぐ

に
)
。

馬

力

。

起
礪
(
鵠
D
)
.

明

年

。

名
。
名
簿
。
名
声
。
名

輩

。

第

一
名
。
名
正
言
順
。

名
手

(
BA

)
.
名
言

(
邨

)
.

名
義
(
品
D
)
.
葛

命
。
性
命
。
命
運
。
命
苦
。

命
簿
。
命
案
。

梅
花

梅
仔
(
鰯
D
)
.

例
字蒙朦夢木目眉美尾模無武米買費民悶文

b_

 

蒙
古
。
蒙
騙
。

朦

々
。

夢

。

倣

夢

。

夢

見

。

木

。

木

材

。

木

瓜

。

木

工

。

木

星

。

目

。

目

標

。

目

眉

。

目

鯛

。
目

油

。

目

鏡

。

目

尿

。

眉

。

目

眉

。

月

眉

山

。

美
麗
。

美
国

。
美
満
。
美
好
。
美
金
。
美
人
。
美
中
不
足
。

尾

。

尾
後

。

尾
手

。
尾

牙

。

模

型
。
模
範

。
模
様
。

無
聯

。
無
限
。
無
花
果

。

武
功

。
武
術
。
武

侠
。
武
器
。

米

。
米

粉
。
米
行

。
米
湯

。
米
酒
。
蝦
米
。

買
。
買
不
到
。
買
収
。
買

費
。
買
不
了
。
買
主
。

費
。
責
不
了
。
費
悼

。
費
唱
的
。
費
膏
繭
。

民
主
。
国
民
。
民
警
。
民
不
柳
生
。
民
営

。
民
族

。
民
間
。

悶
。
悶

々
不
楽
。

文

。

文

章

。

文

愚

。

文
明
。
文
物
。
文
言
。
文
学
。
文
法

。
文
雅

。
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面滅萬眠免勉螢慢帽貿廟妙苗磨亡盲Ⅲ

面
。
面
子
。
面
巾
。
面
目
。
面
封
面
。
面
色
。

消

滅
。

一
萬

。
萬

一
。

萬

国

。
萬

歳

。

一
百
萬

。

眠

。

冬

眠

。

失

眠

。

淺

眠

。

免

。
免

不
了
。
免
費

。
免
去

。
免
税
。

勉
強

。

野

螢

。
,

慢

。

真

慢

。

慢

性

。

慢
車

。
慢
火
。

慢
脚
慢
手
。

慢
走
。
慢

々
用
。

帽

子
。

貿
易
。
貿

易
公

司
。

廟

。

廟
寺

。

廟
會

。

妙
策

。
巧
妙

。
妙
手

同
春

。

苗

圃
。
苗

條
。
苗
栗

(地
名

)
。

磨

。

磨

刀

。
磨

人
。

折

磨

。
磨

仔

。

死
亡

。
亡

命

。

盲
唖

。
盲
従
」
文
盲
。

器

Ⅲ

。

孟

孟

(苗
字

)
。
孟
宗

竹
。

●

茂墨聞母敏銘牧挽網望墓瑞摸

大

褒
。
小
萎

。
姿

仔
。
萎

仔
酒

。

茂

。
茂

盛

。

墨
水
。
墨
守
成
規
。

墨
盤

。
墨
。

闘
南
。

母
親
。
母
子

。

母
愛
。

母
舅

。

敏
。
敏
捷

。
敏
感

。
霊
敏
。

銘

謝
。

牧

草
。
牧
場

。
牧
師

。
牧
業

。

挽

。
挽

面

。

挽

留

。

挽
救

。

網
仔
。

望

。

希

望

。
失

望

。

墓
。
墓
仔
哺

。
墓
碑

。

璃
璃
。

摸

。

摸

底

。

自

摸

。

☆
印
を
付

し
た
も

の
は
鼻
音
韻
尾
を
持

つ
字
。

は
A
B
C
D
と
も

一
致
す

み
麓

。

下

に
カ

ッ
コ
の
無

い
も

の
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こ
の
表
を

み
る
と
、

③
、
即
ち
ト

の

み
発
音

さ
れ
る

も

の
が

優
勢
で

あ
る

。

②
、
即
ち

m

・
レ

両
読
で
き
る
も
の
は
、

い
く

つ
か
の
例
外
を
除
け
ば
、

殆
ど

口
語
音
は

m
で
あ
り
、
文
言
音
は
レ
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
。
特

に
、

假
摂
の

「麻
」

・

「
馬
」
二
字
を
除
い
て
、

一
字
の
語
彙

(
き
わ
め
て

口
語
的
で
あ
る
)

は
殆
ど

m
で
発
音
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

門

・
問

・
物

・
名

・
命
な
ど
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

レ
で
発
音
さ
れ
る
も

の
は
、

文
言
、

ま
た
は

口
語
音
で
あ
り
、

肝
で

発
音
さ
れ
る
も
の
は
殆
ど

ロ
語
音
と

言
え
そ
う
で
あ
る
。
特

に
、

鼻
音
韻
尾
を

(注
5
)

持

つ
字
、

例
え
ば
、

「
名
」

・

「
命
」
な

ど
は

有
坂
氏
が

唐
代
の
西
北
中
国
方
言
で
は
、
明
母

・
泥
母
の
頭
音
は
、

一
般

に
は

〔
bm
〕

〔
dn
〕
の
よ
う
に
発
音

さ
れ
た
が
、

〔
m
〕

・

〔
n
〕

・

〔
つ

〕
の
よ
う
な

鼻
音
で
終
る

音
節
で
は
、

尾
音
の
影
響
を
受
け
て
、

純
鼻
音

〔
m
〕

〔
n
〕

の
形
で
発
音

さ
れ
る
傾
向
が
あ

っ
た

ら
し

い
の
で
あ

る

と

述

べ
ら
れ
た

こ
と
が

思
い
合

わ
せ
ら
れ
る
。
台

湾
閲
南
語
で
は
、

鼻
音
韻
尾

を
も

つ
明

母
字
は
、

口
語
音

の
場
合

で
あ
れ

ば
、

発
音

の
自
然
に
よ

っ
て
純
鼻

音

〔
m
〕
の
形

で
発
音

さ
れ
る

の
に
対
し
、
文
言
音

の
場
合
は

師
承
、

つ
ま
り

師

に
よ
り
伝
授

さ
れ
た
、

い
わ
ゆ
る

知
識
音
と
し

て
、
今

日
ま
で
び
が
保

存
さ

(注
6
)

れ
た
の
だ
と

思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
内
省

に
よ
れ
ば
、

閾
南

語
に
は
、
鼻
音
韻

尾
を
持

つ
も

の
で
、
ト

で
発
音

さ
れ
る
も

の
も

い
く

つ
か
あ

る
。

〈
表

3
〉
の
中

で
、

☆
印
を
付

し
た

字
は
鼻
音
韻
尾
を
持

つ
字

で
あ
り
、

全
部

で
31
字

あ
る
。

〈
表

3
V
に
よ
れ
ば
、

鼻
音
韻
尾
を
持

つ
31
字
の
う
ち
、

8

つ
が

m
あ
る

い
は

m
・
び
両
読

で
き
る
も

の
、

23
が
ト
の
み
発
音
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第

二
グ

ル
ー
プ
、

つ
ま
り

肝
・

b

両
方
に
発
音
さ
れ
る
も
の
だ
け

に
注
目
す
る
と

、
鼻
音
韻
尾
を
持

つ
も
の
は

6

つ
あ

っ
て
、

第
二
グ

ル
ー
プ
全
体
の
半
数
近
く
を
占
め
る
こ
と

に
な
る
。
鼻

音
韻
尾
を
持

つ
も

の
は
語
頭
音
が

m
に
な
り
や
す

い
の
で
あ
る
が
、

以
上
の
結

果
を
見
る
と
、
。
鼻
音
韻
尾
を
持

つ
も
の
が
す

べ
て
ト
に
な
る
と
は
言
え
な

い
の

で
あ
る
。

日
本
漢
音
で
は
、

明
母
字
も
殆
ど
バ
行
に
訳
す
る
が
、
℃

韻
尾
を
も

つ
も
の

に

つ
い
て
は
、

い
ろ
ん
な
議
論
が
あ

る
。
例
え
ば

「
明
」
を

「
ベ
イ
」
と
読
む

な

ど
を
漢
音
と

認
め
な
い
立
場
も
あ
る
。
天
台

漢
音
の
ほ
か

に
、
有
坂
氏
が
調

査
さ
れ
た
正
倉
院
御
藏
蕾
紗
本
蒙
求

の
漢
音
を
み
て
み
(雄
莞
。

ω
、

正
倉
院
御
蔵
奮
紗
本
蒙
求
の
漢
音

毛

(ホ
ウ
)

・
米

(
ベ
イ
)

・
鳴

(
メ
イ
)

・
門

(
モ
ン
)

・
文

(
フ
ン
)

聞

(
フ
ン
)

・
苗

(
ヘ
ウ
)

・
廟

(
ヘ
ウ
)

・
妙

(
ヘ
ウ
)

・
命

(
メ
イ
)

明

〈
メ
イ
)
・
母

(
ホ
)

・
孟

(
マ
・ウ
)

・
萌

(
マ
ウ
)

・
買

(
ハ
イ
)

②
、

例
時
作
法

・
法
華
繊
法
の
天
台
漢
音

迷

(
ベ
イ
)

・
民

(
ビ

ン
)

・
門

(
ボ

ン

・
プ

ン
)

・
名

(
ベ
イ
)

満

(
マ
ン

・
バ

ン
)

・
猛

(
バ
イ
)

・
盲

(
バ
ウ
)

・
命

(
ベ
イ
)

明

(
ベ
イ
)

・
美

(
ビ
)

・
未

(
ビ
)

・
文

(プ

ン
)

・
無

(ブ

)

菖

(
バ
)

右

の
表

に
よ
る
と
、

正
倉
院
御

蔵
奮

紗
本
蒙
求

に
お

け
る
鼻
音
韻
尾
を
も

つ
字

が

マ
行

で
表

記
さ
れ
る

の
に
対
し
、

天
台
漢
音
の
方
は
主
と
し
て

バ
行
で
表
記

さ
れ

て
い
る
。

こ
の
こ
と

か
ら
同
じ
漢
音
と
言

っ
て
も
、
資
料
の
相
違
に
よ

っ

て
、

そ
の
表
記
も

違
う

よ
う
で
あ
る
。

こ
れ

に

つ
い
て
は
林
史
典
氏

に
詳
し

い

(注
8
)

ご
論
考
が

あ
る
。

明
母
字
の
ほ
か

に
、

日
母
字

の
場
合
も
同
様

に
非
鼻
音
化
現
象
が
見
ら
れ
る
。

日
母
字

の
問
題
は
、
声

母
の
中

で
も
最
も
注
目
す

べ
き
も
の
で
あ
る
。
清
末
の

(注
9
〉

章
太
炎
は
、
中
国
上
代
の

日
母
を

恥
と

推
定
し
て

い
る
。
六
朝
初
頭
ま
で
の
漢

訳
仏
典
で
は
、

サ
ン

ス
ク
リ

ッ
ト
の

汗
ほ

、
多
く

日
母
の
漢
字
で
訳
さ
れ
て
い

た
が
、
六
朝
末
か
ら
唐
代

に
か

け
て
の
訳
経

に
は
、

サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
の
血

の
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音
訳
は
殆

ど
日
母
の
漢

字
を
使

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

台
湾
閾
南

語
に
お
け
る

日
母
字
は
、

次
の
よ
う
な
三

つ
の
グ

ル
=
プ

に
分
け

ら
れ
る
。

①
、
L
め

み
発
音

さ
れ
る
も

の

茸
、

蕊
、

閏
、

優

②
、

L

.
血

両
方
発
音
さ
れ
る

も
の

二
、

汝
、

人
、

忍
、

輕

(
又

ル
)

・
譲

(
又

ル
)

・
任
、

入
、

見

③
、
血

の
み
発
音
さ
れ
る
も
の

戒
、

肉

(
又
h
)
、
辱
、
爾
、
而
、
耳

(
又
昼
)
、
儒
、
乳
、
儒
、

匁
割

熱
、

然
、

饒
、

擾
、

若
、

嬢
、
弱
、
柔
、
躁
、
染

(
又

昏
)
、

認
、

日
本
漢
音
で
は
、
日
母
字
は
殆
ど

「
ジ
」

・

「
ゼ
」

に
訳
す
る
。

以
上
詳
し

く
見
て
き
た
明
母

・
日
母
字

に
お

け
る
非
鼻
音
化

の
反

映
は
、
台

湾
閾
南
語

・
日
本
漢
音

に
お
け
る
特
有
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
現
象

は
日
本
漢
音
で
は
明
母

・
日
母
の

ほ
か
は
、

泥
母
字
に
も

起
り
、

ダ
行
で
表
記

さ
れ
る
。
台
湾
闘
南
語
で
は
、
明
母

.
日
母

に
限
り
、
卜

.
血
と

な

っ
て
お
り
、

そ
の
原
則

に
従
う
。
た
だ
、
泥
母
の
字
は

そ
う
な

ら
ず
、

血
と

ト

で
発
音

さ
れ

る
。泥

母
字

縛尼

呉

音

ノ

ク

二

漢

音

ノ

ク
ヂ

唐

音

二

宋

音

ノ

ツ

。ニ
イ

台
湾
闘
南
語

7
h

5
.m

女奴
「
乃内難悩那南念能

ヌナ

イ

ナ

ン

ナ
ウ

ネネ

ン

ノ

ウ

ヂ

ョ

トダ

イ

ダ

ン

ダ

ウ
ダデ

ム

ノ

ウ

二

 

ナ
イ

ヌ

イ

ナ

ン

ノ

ウ

ノナナ
ン

 

ニ
ヤ

ン

ネ

ン

ゴ
イ

ナ
イ

ナ

ン

ナ
ウ

ナ
ー

ウ

ノナナ
ム

 

ネ

ム

不 ヌ

ン ン

2

h
2～5

nalno

7

1ai

 

5

㎝1
2

10

又
～2

nau

 

2

舩

75
1iamlam

 

5

閃1

以
上

の
よ
う

に

ル

.
L
に
発
音
さ
れ
る
も

の
の
ほ
か

に
、

又
血
に
発
音

さ
れ

る
も

の
も

い
く

つ
か
あ
る
。
例
え
ば
、

徽

・
尿

・
賃
な

ど
で
あ
る
。

台
湾

閾
南

語
に
お
け
る
泥
母
は
非
鼻
音
化
し

て
い
な

い
現
象

に

つ
い
て
は
、
今
後
な

お
考

察
が

必
要
か
と
思
わ
れ
る
。
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三
、
韻
尾
に

つ
い
て

.

韻
母
の
対
照
は
本
稿
で
は
省
略
す
る
が
、
韻
尾
、

特
に
入
声
韻
尾
と
鼻
音
韻

尾

に

つ
い
て
は
若
干

ふ
れ
て
お
き
た

い
。

三
=

一

入
声
韻
尾

に

つ
い
て

ま
ず
、

入
声
韻
尾
か
ら
見
て
み
よ
う
。
古
代

中
国
語
の
入
声
韻
尾

ρ

・
{

・
玉
は

現
代
の
西
北
の
諸
方
言

で
は
、
す

で
に
全

部
消
失
し

て
い
る
が
、
呉
方
言
で
は
、

声
門
閉
鎖
音

に
変
化
し
、
闘
方
言

・
奥

方
言
な

ど
の
系
統
の
諸
方
言
で
は
、

ま
だ
保
存

さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
方
言

に
は
、

そ
の
ほ
か

9
7
も

あ
る
と

さ
れ

て
い
る
。

と

こ
ろ
で
、

台
湾
閾
南
語
の
入
声
韻
尾
は
、
例
え
ば

日
本
語
の
促
音

ほ
ど

に

は
破

裂
音
が
は

っ(礫

物
と
は

聞
こ
え
な

い
極
め

て
弱

い
入
破
音
で
あ
る
。
そ
の

点

に

つ
い
て
は

有
坂
氏
が

台
湾

閲
南

語
の
入
声
の
場
合

に
は
、
中

心
母
音
の
終
り
で
息
が

一
度
弱
ま

る
と
、
も
は

や
再
び
強
ま
る

こ
と
無
く
、
弱
ま

っ
た
ま
ま
で

つ

・
達

・
歌

の

閉
鎖
が
作
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

と

述

べ
て
お
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
羅
常
培
氏
も
、
入
声
韻
尾
が
載
断

音

(§

℃
δ
忽
く
①
)
で
あ
り
、
本
当
の
爆
発
音

(①
×
豆
o
ω貯
o
)

で
な
い
と
醒

縄

る
。
筆
者
の
内
省
か
ら

ほ
ぼ
同
様
の
結
果
を
得
る
。
さ
ら
に
普
通
ゆ
韻
尾
と
し

て
記
述
さ
れ
る
も
の
の
な

か
に
は
、

す
で
に
声
門
の
閉
鎖
す
ら
行
わ
れ
な

い
も

の

(
即
ち
¢
韻
尾
)
も
あ

る
よ
う
に
思
う
。

先
に
述

べ
た
よ
う
に
、

台
湾
闘
南
語
に
は
、
文
言
音
と

口
語
音
と
が
併
存
し

て
お
り
、

そ
の
対

応
に
は

規
則
性
が
あ

る
。

そ
れ
は
特

に
、
韻
尾
の
場
合

に
顕

著

で
あ
る
。

入
声
韻

尾
で
は
、
文
言
音
は

ρ

・
t

・
歌

で
あ
る
が
、

口
語
音
で

あ
れ
ば
、

2
と
変
化
す
る
も

の
が
多

い
。
例

え
ば
、

①
、例

字
合葉甲接

②
、八月歌雪

③
、学肉白

文
言
が

ρ
韻
尾

で
、

文
言
音

冨

0

6
0

冨

O

邑

碧

文
言
音
が
詫
韻
尾
で
、

9

け

αQ
⊆
①
け

三
讐

ω
⊆
讐

文

言

音
が

歌

韻

尾

で
、

『
o
障

α
Nδ
『

ロ
涛

口
語
音
は

2
韻
尾
と
な
る
。

口
語
音

『
①

団

訂
o
団

評
四
団

房
富

口
語

音

は

2

韻

尾
と

な

る

。

建

①
団

oQ
器

団

三
〇
博

ω
Φ
団

口
語
音
は

2
韻
尾
と
な

る
。

O

団

σ
o

博

O
Φ

団

以
上
の
よ
う
に
、

ρ

・
達

・
菰

か

ら
2
と

な
る
例
が
普

通
だ
が
、

文
言
が
武

韻

尾
で
、

口
語
音
が
辻

韻
尾
と
な
る
例
も

い
く

つ
か

見
ら
れ
る

(
即
ち
韻
尾
の
混

同
)。

台
湾
閲
南
語

に
お

け
る
入
声
韻
尾

に

つ
い
て
は
、
陳

子
博
氏
が

「
声
門
閉
鎖

音
化
の
傾
向
が
著
し
い
の
は
、
三
者

(
ρ

・
遁

・
宝

入
声
ー
筆
者
注

)
の
う
ち
、

(注
12
)

特

に
遮
と

遁
で
あ
る
。
」
と
述

べ
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
が
、
筆
者
の
内
省
か
ら

そ
の
実
態
を
整
理
し
て

み
る
と
、

次
の
〈
表

4
>

・
〈
表

5
>
を
得
る

こ
と
が

で
き
る
。
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(
注

:
括
号
の
内
は
、

読
音
の
場
合
の

%
で
あ
る
)
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〈
表

4
>
に
よ
れ
ば
、

ρ

・
t

・
菰
の
三
者
の
間

に
は
、

声
門
閉
鎖
音
化
の
傾

向

に

つ
い
て
特

に
差
異
は
な

い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
あ
え
て
言
え
ば
、
菰

・
叱

よ
り
も

ρ
の
方
の
率
が
少
し
高
く

見
え
る
く
ら

い
で
あ
る
。
む
し

ろ
〈
表

5
>

に
見
る

よ
う

に
、
摂

の
分
類
か
ら
見

て
、
威
摂
の

つ

・
山
摂

の
{

・
梗

・
宕
摂

の
菰

に
、

声
門
閉
鎖
音
化

の
傾
向
が
著
し

い
こ
と

の
方
が
注
目
さ
れ
る
。

つ

・
兆

・
菰
の
中
、

ど
れ
が

2
一に
変
化
し

や
す

い
な

ど
と
言
う

よ
り
は
、
む

し
ろ
摂
ご
と

に
分
類
し

て
判
断
す
る
方
が

よ
い
の
で
は
な
か

ろ
う

か
。
そ
の
理

由
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

例
え
ば
、
適
が

2
と

な
る
率

は
、

余
り

高
く
な

い
が
、

山
摂
で
は
声
門
閉
鎖
音
化
す
る
も

の
が

や
は

り
あ

る
程
度
に
達

す
る
。
ま
た
、

〈
表
4

〉
に
よ

っ
て
、

ρ
が

2
と

な
る
率
は
三
者
の
中
で

一
番



高

い
と

見
ら
れ
る
が
、

ρ
韻
尾
の
深
摂
で
は
、

声
門
閉
鎖
音
に
変
化
す
る
も
の

は
、
私

見
に
よ
れ
ば

一
例
も

見
当
た

ら
な

い
。
通
摂

・
江
摂
で
も

同
様
の
現
象

が

見
ら
れ
る
。

以
上
台
湾
閲
南
語

に
お
け
る
入
声
韻
尾
の
実
態

を
述

べ
て
き
た
が
、

一
方
日

本
新
漢
音

に
お
け
る
入
声
韻
尾
は
、

唇
内
入
声
韻

尾
は

「
ウ

・
ツ

・
φ
」

・
舌

内
入
声
韻
尾
は

「
ツ

・
チ

・
¢
」

・
喉
内
入
声
韻

尾
は

「
ク

・
ツ

・
キ

・
イ

・

¢

」
な
ど
、

各
々
三
種
類
以
上
の
表

記
が

見
ら
れ
る
。
表

記
上
は
極

め
て
混
乱

し
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
混
乱
は
、
中
国
か
ら
将
来

さ
れ

る
時

期

・
あ
る
い
は

方
言
の
違

い
な
ど

に
よ
る
た
め
で
あ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、

日

(注
13
)

(注
14
)

本
側
の
内
部
の
音
韻
変
化
の
た
め
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
小
松
英
雄
氏

に
よ
れ
ば
、

日
本

字
音
に
お
い
て
唇
内
入
声
韻
尾
の

「
ッ
」
で
表
記
さ
れ
る
も

の
は
、

中
国

原
音
と
は

殆
ど
関
係
な

く
、

む
し

ろ
日
本
語
内
部
の
事
情
で
、

そ
の
よ
う
な
表

記
を
す
る

よ
う
に
な

っ
た
と

説
か
れ
て

い
る
。
先
の
〈
表

4
〉
と

〈
表
6
〉
を

比
較
し

て
み
る
と
、

〈
表

4
〉

〈
表

6
〉

両
者
の
三

つ
の
入
声
韻
尾
に
お
け
る

保
存
率
は

ほ
ぼ

一
致
す
る
と
言

え
る

よ
う

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

舌
内
入
声
韻
尾
が

一
番
古
態
を
保
存
し
、
次

い
で
唇

内

入
声
韻
尾

・
喉
内
入
声
韻
尾
の
順

で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

三
ー
二

鼻
音
韻
尾

次
に
、
鼻
音

韻
尾
に

つ
い
て
述

べ
て
み
た

い
と

思
う

。

ム
ロ
湾
閾
南

語
に
お
け
る
鼻
音

韻
尾
に
は

m
・
覗
・
刃

が
あ
る

。
そ
の
ほ
か
主

母

音
が

鼻
音
化
さ
れ
る
も

の
も
あ
り
、

こ
れ
は
台
湾

閾
南
語

の
主
要
な
特
徴

の

一

つ
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
鼻
音
韻

尾
と

主
母
音

の
鼻
音
化

の
併
存
は
、

や
は
り

文
言
音
と

口
語
音
の
違
い
に
よ
る
も

の
と
考

え
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
鼻
音
韻

尾
を
持

つ
の
は
文
言
音

で
あ
る
の

に
対
し

て
、

主
母
音
化
さ
れ
る
も
の
は

□
語

音

で
あ
る

。

そ
の
ほ
か
、

又

「
孫

」

・

「人

」

(揉
摂
の

皿
は
つ
と

な
る

)
な
ど
、
他
の

,
韻
尾
と

混
同
さ
れ
る
も

の
も
あ
る
。

そ
の
状
態
を
分
類
し
て

み
る
と

、

〈
表

7

〉
と

〈
表
8
V
と

な
る
。
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〈
表

7
〉

〈
表

8
V

以
上
に
よ

っ
て
、

全
般

さ
そ
う
で
あ
る
)
、

入
声

あ
る
。
又
、

つ
韻
尾
を
も

か
の
摂
よ
り
高
い
こ
と
が

宕
摂

で
は
、
文
言
の
韻

の
よ
う
で
あ
る
。
・99

が

近

音

・
舌
歯
音

・
喉
音

の
三

の
の
韻
尾
の
消
失
は
、
殉

志等塗 讐盟碧輩算
音
韻
尾
の
方
億

(つ
は

除
い
て
考

え
る
方
が

よ

よ
り
古
く
古
態

を
残
す
と
言

っ
て
よ
さ
そ
う
で

摂

・
梗
摂
所
属
字
が
無

韻
尾
さ
れ
る
率
は
、

ほ

か
に
な
る

。

大
約

殉
・
明
で
あ
る
が
、

ロ
語
音
の
場
合

:

化
し
た
代
表
的
な
字
は
、
殆

ど
《
韻
鏡
》
の
歯

四
等
に
お
け
る
も

の
で
あ
る

。
宕
摂

に
あ
る
も

と

い
う
方

向
の

変
化

の

み
が

見

ら
れ
る

こ
と
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に
な

る
。

次

に
梗
摂

に
お

い
て
鼻
音
化
す
る
も
の
は
、
半
分
は
ギ
と

な
り
、
残
り
の
半

分
は
ば
と

な
る
。
又
、
.魂
と

な
る
も
の
は
、

多
く

二
等

・
四
等

に
属
し
て

い
る

の
に
対
し

て
、
ば
と

な
る
も
の
は
多
く
三
等
字
で
あ
る

(
例
外
が
あ
る
が
、

非

常

に
少

い
)
。
以
上
を
図
で
示
せ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

(
二
等

、
四

等

に
あ

る

)

(
三
等

の
み
)

声

母
の
面
か

ら
見
れ
ば
、

唇
音

・
牙
音

に
お

い
て
若
干
の
用
例
が
見
ら
れ
る

が
、
無

韻
尾
化

す
る
も

の
の
多

い
の
は
、
歯
音
と

喉
音
の
も
の
で
あ
る
と

言
え

る

。

、

以
上
に
よ

っ
て
、

主
母
音
の
鼻
音
化
は
声
母
の
発
音
の
部
位

(
調
音
点
)
と

介
音

の
有

無
と

に
関
係
が
あ
り
そ
う

に
思
わ
れ
る
。
宕
摂

・
梗
摂
の

ほ
か

に
、

山
摂
の

覗
は
、

鼻
音
韻
尾
が
弱
化
し
て
、
主
母
音
が
鼻
音
化
さ
れ
る
の
も
、

注

目
す

べ
き
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
整
理
す
る
と

、
次
の
よ
う
な
図
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。

錬
摂
は
、

山
摂
と

同
じ

に
噴
韻
尾
で
あ
る
。
し
か
し
、
無
韻
尾
化

(
或

い
は

主
母
音
鼻
音
化
)
は
山
摂

の
場
合

の
よ
う

に
は
起

こ

っ
て
お
ら
ず
、

む
し
ろ

一

例
も
見
ら
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
差
が
存
在
す
る
理
由
は
、
山
摂
は

,㎝
・

伽
が
多
く
あ
る
の
に
対
し
、
穰

は
並
・
㎝
を
主
と
す
農

す
な
わ
胤

の

有
無
の
差
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
お
お
ま
か
に
言

っ
て
、

㎝
、

㎜
、
㎞
の
よ
う

に
、

覗
韻
尾
の
直
前
に
評

が
あ

る
も

の
は
、

覗
韻
尾
が
消
失
し
て
、
母
音
が
鼻

音
化
さ
れ
る

こ
と
が
多

い
よ
う
で
あ

る
。

鼻
音

韻
尾
は
、

無
韻
尾
化
す

る
ほ
か
に
、

他
の
韻
尾
と

混
同
す
る
場
合
も
あ

る
。
例
え
ば
、

⑥
、

つ
が

噴
と
な

る
も

の
、

b
、

n
が
つ
と
な
る
も

の
、

⑥
、

m
が

迫
と
な
る
も

の
、

こ
の
三
者

の
中
、
特

に
⑥
が

注
目
に
値

す
る
と

思
わ
れ
る
。
《

中
原
音
韻
》

に

お
い
て
、
声

母
が
唇
音

で
あ
る
も

の
で
あ
れ

ば
、

韻
尾

m
は

覗
と
な

る
こ
と

は

周
知
の
事
実

鳳
離
馳

。
C

に
分
類

さ
れ

る
品

・
稟

・
凡

」
萢
な

ど
は
、

す

べ
て

《

韻
鏡
》

の
唇
音

に
属
す
る
。
台
湾

閾
南

語
に
お
け
る

深
摂

・
威
摂
に
属
す
る

唇
音
字
も
殆

ど

皿
韻
尾
に
同
化

さ
れ
る

。
す
な

わ
ち
台

湾
閾
南

語
も

こ
の
規
則

に
従

っ
て
い
る

こ
と
が
明

ら
か

で
あ
る

。

そ
の
ほ
か

通
摂

・
江
摂

に
お
い
て
は
、

入
声
音

韻
尾
と
鼻

音
韻
尾
は
余
り
変

化
し

て
い
な

い
。
両
摂

の
韻

尾
は
、

き
わ
め
て
安
定
し

て
い
る
と

言
え
る
で
あ

ろ
う
。
回
鵤

文
窺
本
菩
薩
大
唐

三
蔵
法

師
伝
に
お
い
て
、

漢
語
固
有
名
詞
を
次

の
よ
う
に
ウ
イ
グ

ル
文
字

で
表

記
し
奄

煙
り
、

長
安

o
o
8
づ

、
大
唐

琶

8

、

光

ρ
o
o

、
蔵

房
o

(
宕
摂

の
つ

は
、

消

え
る

)

令

一一

、

纒

匹

、

英

一

(梗

摂

の
つ

は
消

え

る

)

公

・
宮

評
琶

αq

、

綜

富
§

ひq

、

鍾

o
§

ひQ

(
通
摂

の
つ
は
だ

い
だ

い

残

る
)

一40一



つ

が

消
滅
す
る
傾
向
が

強
い
が
、

通
摂
の
つ

は
そ
う
で
は
な

い
。

そ
れ
も
通
摂

が
変
化
し

に
く
い
と

い
う
こ
と

の

一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、

日
本
漢
音
に
お
け
る
鼻
音
韻
尾
の
実
態
は
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。

(
注

17

)

(注

18

)

特

に
、

喉
内

韻
尾
は
問

題
で
あ

る
が
、

こ
れ

に

つ
い
て
は
、
有
坂
氏

や
奥
村
氏

の
こ
論
文

に
詳
し

い
の

で
、

こ
こ
で
は
特

に
触
れ
な

い
。
両
氏
の
御
説
を
参
照

さ
れ
た

い
。

.

尾
一m一n一9

摂深威山通江宕梗曽

呉

音

ム

・

ン

ム

・

ン

ン
(
ン

.
ム

並

行

)

ン
(
ン
.
ム

並

行

)

ウ

φ

ウウウウ

新

漢

音

ムム

・

ン

ンンウ

φ

ウイ

ウ

ウ

φ

中
世
唐
音

ンン

・

(
ム

)

ンンウ

ン

φ

ウンン

近
世
唐
音

ム

・
(
ン

)

ム

・
(
ン
)

ンンンンンンン

こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
新
漢
音
と
中
世
唐
音
と
は
複
雑
な
様

相
を
示
し

て
い
る
。

四
、
声
調

に
つ
い
て

中
国
の
音
節

に
は
、

固
有
の
高
さ

ア
ク
セ

ン
ト
が
伴

っ
て

い
る
。
声
調
の
変

化
が
、
声
母
と
き
わ
め

て
密
切
な
関
係
が
あ
る

こ
と
は
既
知
の
事
実
で
あ
る
。

声
母
の
清

・
濁
を
基
準
と

し
て
、
陰
類

・
陽
類
を
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
が
、

歴
史
的

に
見
れ
ば
、
何
時
頃
か
ら

そ
の
現
象
が
始
ま
る
の
か
、
現
在
の
段
階
で

は
、
明
ら
か
で
は
な

い
。
台
湾
閾
南
語
で
は
、
陰
平

・
陽
平

・
上

・
陰
去

・
陽

去

・
陰
入

・
陽
入
な
ど
、
七
声
が
あ
る
。

そ
の
実
態
を
整
理
す
れ
ば
、

大
略
次

の
表
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。

〈
表

9
〉

韻

鏡

平声上声

清次
清

濁清
濁

清次
清

濁清
濁

台
湾

閲
南
語

陰
平
声

(第

一
声
)

陽
平
声

(第
五
声
)

陰
上
声

(第

二
声

)

陽
去
声
(第
七
声
)

陰
上
声

(第

二
声

)

例

字

風

・
江

・
難

・
因

・
歓

豊

・
腔

・
呑

・
初

・
翻

同

・
松

・
匙

・
葵

・
懐

蒙

・
尼

・
埋

・
疑

・
雲

講

・
紙

・
死

・
許

・
虎

桶

・
草

・
可

・
請

・
肯

動

・
脆

・
視

・
近

・
抱

美

・
引

・
軟

・
永

・
雅
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去声入声

清次
清

濁清
濁

清次
清

濁清
濁

陰
去
声
(第
三
声
)

陽
去
声
(第
七
声
)

陰
入
声

(第
四
声
)

陽
入
声

(第
八
声
)

凍

・
寄

・
秘

・
四

・
放

痛

・
翠

・
国

・
片

・
寸

鳳

・
巷

・
地

・
字

・
助

夢

・
二

・
胃

・
裕

・
麗

福

・
竹

・
叔

・
筆

・
骨

実

・
七

・
客

・
測

・
尺

毒

・
局

・
學

・
術

・
舌

育

・
六

・
物

・
烈

・
薬

こ
の
表
の
中

で
、
特

に
注
目
し
た

い
の
は
、
陽
上
声
が
、
濁
と

清
濁
に
よ

っ

て
分

け
ら
れ
、
全
濁
は
陽
去

声
と
合
併
し
、
清
濁
は
陰
上
声
と
合
併
す
る
傾
向

(注
19
)

が
著
し

い
と

い
う
点

で
あ
る
。

こ
れ
は

.濁
変
去
声

〃
説
と

一
致
す
る
。

漢
音

の
声
調
体
系

に

つ
い
て
は
、

悉
曇
蔵
を
は

じ
め
古
来
の
古
記
録

に
し
ば

し
ば

論
じ
ら
れ
る
が
、

実
際
の
漢
音
資
料
に
よ
れ
ば
、
六

声
体
系
を
主
流
と
す

る

こ
と
は

先
学

の
究
明
さ
れ

た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
中
、

.上
声
全
濁
字

〃

(注
20
)

に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
が
な

さ
れ
て
い
る

。
沼
本
氏
は
、

%
資
料

を
、

広

韻
の
上

声
全

濁
字
と

対
照
し

て
調
査
さ
れ
た

。
さ
ら
に
日
本
漢
音
の
上
声
全

濁
字
の
去
声
化
の
比
率
の
多
寡
を
中
国
側
の
去
声
の
歴
史
的
変
化

に
照
ら
し

て
、

①
、

日
本
漢
音
の
中
、

上
声
全
濁
字
が

殆
ど
本

の
上
声
を
保

っ
て
い
る
も

の

ー

(
略
)
1
は
、

最
も
古
く
我
国
に
将
来
さ
れ

た
漢
音
。

②
、

上
声
全
濁
字

に
於
い
て
本
の
上
声
を
保

つ
比
率
と

去
声

へ
移
行
し
た

比

率
の
約
そ
半

々
の
も
の
ー

(
略
)
ー
は
、
次
に
古
く
我
国
に
将

来
さ
れ

た

漢
音
。

③
、

上
声
全
濁
字
が
殆
ど
去
声

へ
移
行
し
た
も
の
ー

(略

)
ー
は
、
最
も
新

し
く
我
国

に
将
来
さ
れ
た
漢
音
。

(注
21
)

と

の
推
論
を
得
て
お
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
沼
本
氏
は
漢
音
が
移
入
さ
れ
た
時

間
の
前
後

・
資
料
の
違

い
な
ど

に
よ

っ
て
、

日
本
漢
音
は
古
層
、
中
層
、
新

層

か
ら
成
立
す
る
と

さ
れ
る
が
、
筆
者
は
現
時
点

で
は
、

こ
の
沼
本

氏
の
立
場

に

従

い
た

い
と

考
え
る
。

以
上

に
よ

っ
て
、

声
調
体

系
に

つ
い
て
は
、

台
湾

閲
南

語
で
は

七
声
調
で
あ

る

の
に
対
し
、

日
本

漢
音
で
は

六
声
調
で
あ
る
が
、

両
者
は
上
声
の
全
濁
字
が

去
声

化
す

る
傾

向
が

強
い
と

い
う
点
で

共
通
し

て
い
る
こ
と
が

分
る
。

又
、
上

述
沼
本

氏
の
説
に
よ
る
と
、

台
湾
閾
南
語
の
声
調
体
系
は
旧
漢
音
よ

り
新
層
漢
音
の
ほ
う

に
類
似
し

て

い
る
こ
と

に
な

る
。
両
者
と

中
古
音
の
体
系

と

を
比
較
し

て
み
る
と
、

次
の
よ
う

に
な
ろ
う
。
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五
、

お
わ
り

に

い
わ
ゆ
る

「
非
鼻
音
化
」
の
現
象
は
、
唐
代
長
安
語

に
特
徴
的
な
現
象
が
あ

っ

て
、

日
本
漢
音
が
、

そ
れ
を
反
映
し

て

い
る

こ
と
は
す
で

に
周
知
の

こ
と
で
あ

る

。
こ
れ

に
対
し
て
、

台
湾
閲
南
語
の
場
合
は
、
同

じ
よ
う

に
唐
代
長
安
語
と

関
係
が
あ
る
の
か
、
あ
る

い
は
、
独
立

に
こ
の
現
象
が

起
こ

っ
て
き
た

の
か
は
、

又
別

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題

で
あ

る
。

筆
者
は

お
そ
ら
く
唐
代
長
安

語
は

台
湾
閾
南
語
と

日
本
漢
音
の

"
祖
語
・
で

あ
り
、

同
期

に
両
地
方

に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と

考
え
る
。
中
国
の

ほ
か
の
地
方

で
は

見
ら
れ
な

い
こ
の
現
象
が
、

台
湾
閲
南
語
と

日
本
漢
音

に
見
ら
れ
る
点
を

も

っ
て
、

両
者
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
も
ち

ろ
ん
た
て

の
関
係

で
は
な
く
、
横
の

つ
な
が
り
、

い
わ
ば

.
兄
弟
関
係

〃
と

い
う

こ
と

に
な

ろ
う
。

台
湾
閾
南
語
が
唐
末
長
安
語
の
特
徴
の

い
く

つ
か

を
保
存
し

て
い
る

そ
の
理

由
と

し
て
は
、

い
く

つ
か
解
釈
の

可
能
性
が

あ
る
が
、
ま

ず
、

第

一
に
民
族

移

動
の
影
響
と

い
う

こ
と
が
考

え
ら

れ
る
。

歴
史
資
料
に
よ
る
と
、
安
禄
山
や
藁

の
乱
の
毒

勝

)中
原
の
民
族
が
そ

の
乱
を
さ
け
て
、

福
建
ま
で
大
移
動
し

て
き
た

こ
と
が
分
る
。
晴

・
唐

.
宋
代

に
お
け
る
福
建
地
方
の
人

口
は
、
史
書

に
よ
れ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る

。

階
大
業

二
年

(
佃
六
○
六

)

三

、

四
二
0

　
,

ー

「
階

書

』

・

「
地

理

志

」

唐
天
宝
元
年

⑪

七
四
二
)

,

九
○
、
七
○
六
戸

1

『
旧旧
慮眉
妻
日
』

・

「
士
心
理
士
心
」

宋
元
豊
初
年

(
趙

一
○
七
八
)

一
、
○

四
四
、

二
二
六
戸

ー

「
元
豊
九
域
志
』

唐
か
ら
三
○
○
年
間

に
、
十

一
倍

に
も

増
加
し
た

こ
と
が

推
察

さ
れ
る

が
、

こ

の
人

口
の
大
移
動

に
伴

っ
て
、
当

然
こ
と

ば
も

伝
来
し
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、

台
湾
閾
南
語
は
唐
末
の
長
安
語
の

い
く

つ
か
の
特
徴
を
保
存
し
て
お
り
、

日
本
漢
音
と
相
似
す
る
点
が
あ
る
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、

二

つ
目

の
解
釈
と
し
て
、
方
言
周
圏
論
的
解
釈
の
可
能
性
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
唐
の
時
代

に
文
化

の
中

心
地
で
あ

っ
た
長
安
か
ら
、
唐
の
文
化

や
こ

と

ば
等
が
南
方

地
方
ま

で
伝
え
ら
れ
た
。
時
代

の
降
る

に
従

っ
て
、
文
化

の
中

心
地
の
長
安
か
ら
、

だ
ん
だ
ん
新
し

い
こ
と
ば
が

生
ま
れ
、

そ
れ

に
対
し
、

古

い
こ
と

ば
が
辺
境
部
分

に
残
存
す
る
。
明
母

・
日
母
字
の
非
鼻
音
化
現
象
は
、

北
京
な
ど
を
含
む
広

い
地
域
で
は
消
失
し

た
が
、
遠

い
南
方

に
あ
る
福
建

.
台

湾

・
汕
頭
と
西
北

に
あ
る
興
県

・
文
水
な
ど
、
す
な

わ
ち
、
周
辺
部

に
残
存
し

た
も
の
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
る
。

今

の
と

こ
ろ
、

一
番
目

つ
ま
り
民
族
大
移
動

の
蓋

然
性
が
高

い
と
考
え
て

い

る
。

今
後
な

お
よ
く
検
討
し

て
み
た

い
と
思
う
。

〔
付
記

〕

本
稿
を
成
す

に
当

っ
て
は
、
奥
村
三
雄
先
生

・
陳
伯
陶
先
生
の
御
指
導

を
仰

ぐ
、
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
本
稿
の
内
容

の

一
部
は
、

昭
和
五
十
九
年
度
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

に
お

い
て

口
頭
発
表
し
た
も
の

に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

河
-
-
「湊
音
呉
音
の
研
究
」

第

善

.房

(S
6
・
10
)

i
2

:

「
11
本
漢

字
音
の
体
系

」

訓

点
語
と

訓
点
資
料
第

六
輯

(
S
31

・
4
)

炉

・うカ
ル

グ
レ
ン
氏
の

「中
国
音
韻
学
研
究
」
の

「方
言
字
彙
」
に
よ
る
・

」
4

:
こ
の
表
で
は
筆
者
の
内
省

の
ほ
か
に
.
三
人
の

イ
ン

フ
ォ
マ
ン
ト
に
よ
る

デ
ー
タ
を
加
え
た
。

A
黄

志
偉

(
男

>
29
才

学
生
。
台

南
県
佳
里
鎮
生
ま
れ
。

(
佳
里
鎮
ー
位
置

:
台
南
市
駅
か

ら
北

へ
約
20

㎞

・
交
通

:
台

南
市
駅
か
ら

バ
ス
で

30
分

・
人

口

:
五
菖

人
。
工
場
が
多

い
)

0
～
18
才

(
佳
弔
鎮

)
18
～
お
才

(
台
北
で

勉
強

)
お
'
25
才

(高
雄

で
兵
役
)
25
才
か

ら
半

年
佳
璽
鎮

・
獅
～

29
オ

(
日
本

・
福
岡
市

)
日
常

生
活
で
は
、
主
と
し

て
台
湾
語
を
使

っ
て
い

る
。
標
準
語
よ
り
台
湾
薗
南
語
の
方
が

よ
り
自

由
に
話
せ
る
。
方
言

保
有
度
が
き
わ
め

て
高

く
、
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話
も
好
き
で
あ
る
。

B
徐
莉
葎

(女
)
お
才
学
生

・
台
南
市
生
ま
れ
。

(台
南
市
ー
位
置

:
台
湾
の
南
部
に
あ
り
、

台
北
市
か
ら
獅
㎞

・
交
通

:
台
北
市
か
ら
高
速
道
路
で
四
時
間

・
面
積

:
「七
五
、
七
平
方
キ

ロ
メ
リ
ト
ル
、
人
日

:
六
十
菖
人
、
商
業

・
文
化
の
都
市
で
あ
る
)

0
～
20
才

(台
南
市
)
20
～
お
才

(日
本

・
福
岡
市
)

日
常
用
語
は
台
湾
語
を
主
と
す
る
。
0
才
か
ら
20
才
ま
で
ず
っ
と
台
南
市
に
い
る
。
両
親
と
も

台
南
の
方
が
、
方
言
の
保
有
度
も
高
い
。

C
彰
春
陽

(男
)
刎
才
学
生
、
宜
蘭
市
う
ま
れ
、

(宜
蘭
市
ー
位
置

:
台
湾
の
東
北
に
あ
る
。

交
通

:
汽
車
で
二
時
間
半
、
公
路
バ
ス
で
三
時
間
、
人
口

:
四
十
萬
人
)

0
～
10
才

(宜
蘭
市
)
10
～
お
才

(台
北
市
)
お
～
別
才

(日
本

・
福
岡
市
)

父

:
安
徴
省
生
ま
れ

(60
才
)

・
父
と
の
対
話
は
北
京
官
話
に
よ
る
。

母

:
宜
蘭
市
に
う
ま
れ
、
宜
蘭
市
に
育
つ

(
50
才
)
・
母
と
の
対
話
は
台
湾
閾
南
語
に
よ
る
。

北
京
官
話
と
台
湾
閲
南
語
、
両
方
と
も
自
由
に
使
え
る
。

D
張
珈
玲

(筆
者
)
25
才
、
基
隆
生
ま
れ
、
0
～
14
才

(基
隆
)
13
～
認

(台
北
)

筆
者
の
台
湾
語
は
主
と
し
て
両
親
か
ら
覚
え
た
。
家
で
は
両
親

・
親
戚
と
台
湾
閲
南
語
で
話
す
。

外
に
出
る
と
、
北
京
官
話
で
交
談
す
る
。
両
親
は
台
中
県
出
身
、
父
は
お
才

・
(母
は
21
才
)

か
ら
、
仕
事
の
た
め
に
北
上
す
る
。

:
「
メ
イ

(明
)
ネ
イ

(寧
)
の
類
は
果
し
て
漢
音
な
ら
ざ
る
か
」

(
「国
語
音
韻
史
の
研
究
』

所
収
)

.周
知
の
よ
う
に
、
口
語
音
と
文
言
音
が
顕
著
に
分
け
ら
れ
る
の
は
閲
南
語
の

一
大
特
徴
で
あ
る
。

王
育
徳
氏
は
、

「八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
の
福
建
地
方
で
は
、
長
安
か
ら
赴
任
し
て
き
た
大
官

が
、
学
校
を
開
設
し
て
詩
文
を
習
わ
せ
る
、
そ
の
場
合
長
安
の
標
準
音
の
学
習
使
用
が
当
然
強

制
さ
れ
た
、
こ
の
こ
と
が
制
度
化
し
、
広
域
に
わ
た
り
相
当
期
間
持
続
さ
れ
た
ら
、
文
言
音
の

体
系
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
」
と
論
じ
て
お
ら
れ
る

(
「福
建
の
開
発
と

福
建
語
の
成
立
」

日
本
中
国
学
会
報
21
号

一
九
六
九
)

:
「正
倉
院
御
蔵
藷
紗
本
蒙
求
の
漢
音
」

(
、「国
語
音
韻
史
の
研
究
」
所
収
)

:
「日
本
字
音
に
お
け
る
明
母

・
泥
母
等
の
子
音
に
つ
い
て
i

法
華
経
読
諦
音
の
成
立
と
伝
承

に
関
す
る
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ー

」

(
「馬
淵
和
夫
博
士
退
官
記
念
国
語
論
集
」
所
収
)

大
修
館
書
店

(
S
56

・
7
)

:

「
古
音
娘

日
二
組

帰
泥
説
」

「
国
故
論
衡

」

:

「
入
声
韻

尾
消

失
の
過
程
」

(
「
国
語
音

韻
史

の
研
究
』
所
収
)

:

「
慶
門
音

系
」

一
六

ペ
ー
ジ

古
亭
書
局

:
陳
子
博

「
台
湾
閾
南
語
の
研
究

」

(
「
語
文
研
究
」
娼

S
騒

・
12
)

こ
こ
に
示
さ
れ
た

入
声
韻
尾
に
関
す
る
結
果
と
筆
者
の
見
解
と
は
や
や
差
異
が
あ
る
。
こ
の
差
異
は
、
考
察
に
と

り
あ
げ
た
語
例
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
こ
と
も
関
係
す
る
が
、
内
省
に
よ
る
認
定
に
異
な
る
も

の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

:
林
史
典

「日
本
語
の
世
界
4
」
第
五
章
日
本
の
漢
字
音

中
央
公
論
社

:
「
日
本
字
音
に
お
け
る
唇
内
入
声
韻
尾
の
促
音
化
と
舌
内
入
声
音
へ
の
合
流
過
程
」

国
語
学

ゐ

(S
31

・
7
)

:
王
力

「漢
語
史
稿

・
上
冊
」

一
三
五
ぺ
=
ジ

(
一
九
五
八

・
8
)

:
鵬
家
昇

「回
鵤
文
寓
本
菩
薩
大
唐
三
蔵
法
師
伝
研
究
報
告
」

中
国
科
学
院
考
古
学
専
刊
丙

一
号

:
「讃
経
の
唐
音
に
反
映
し
た
鎌
倉
時
代
の
音
韻
状
態
」

(
「国
語
音
韻
史
の
研
究
」
所
収
)

:
「喉
内
韻
尾
の
国
語
化
」

国
語

・
国
文
第
十
九
巻
第
三
号

(S
お
)

:
前
掲

(注
15
)
に
同
じ
。

:
こ
れ
に
つ
い
て
の
論
文
は
、

④
奥
村
氏
の

「
い
わ
ゆ
る
漢
音
呉
音
の
声
調
に
つ
い
て
」

国
語
国
文
第
31
巻

(S
37

・
1
)

②
頼
惟
勤
氏
の

「漢
音
の
声
明
と
そ
の
声
調
」

言
語
研
究
17
・
18
合
併
号

(S
%

・
3
)

③
柏
谷
嘉
弘
氏
の

「図
書
寮
本
文
鏡
秘
府
論
の
字
音
声
点
」

国
語
学
第
61
輯

(S
40
)

な
ど
が
あ
る
。
奥
村
氏
は
、
切
韻
の
ま
ま
ほ
ぼ
上
声
を
保

つ
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、
頼
氏

・
柏

谷
氏
は
去
声
へ
移
行
し
て
い
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

:

「唐
末
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
を
通
じ
て
見
た
る
日
本
漢
音
の
体
系
に
つ
い
て
」

国
語
と
国
文

学
50

(S
娼

・
2
)

・.
「黄
巣
乱
後
・.・
(中
略
)
景
福
二
年

(八
九
三
)
朝
廷
は
王
潮
を
福
建
観
察
使
と
し
た
が
、
後

王
潮
が
死
存
に
及
ん
で
、
其
の
弟
審
知
が
潮
の
事
を
代
行
し
、
渠
の
開
平
三
年

(九
○
九
)
遂

に
命
ぜ
ら
れ
て
閥
王
と
な
っ
た
。
」

又
、
崇
正
同
人
系
譜
に
、

無
.髄
鞠

舞

藷.嵯
灘
馨
懸

墨
奪

羅
香
林
の

「客
家
研
究
導
論

(上

・
下
冊
)
」
に
よ
る
。
こ
の
ほ
か
、

北
山
康
夫

「唐
宋
時
代
に
於
け
る
福
建
省
の
開
発
に
関
す
る
一
考
察
」
史
林
第
勿
巻
第
3
号

日
比
野
丈
夫

「唐
宋
時
代
に
於
け
る
福
建
の
開
発
」
東
洋
史
研
究
第
四
巻
第
3
号

(S
14
)

王
育
徳

「福
建
の
開
発
と
福
建
語
の
成
立
」
日
本
中
国
学
会
報
21
号

な
ど
を
参
照
し
た
い
。
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〔補
注
〕

本
論
で
、
日
本
漢
字
音
と
同
様
台
湾
閲
南
語
で
も

m
。囹
の
区
別
が
で
き
る
と
述
べ
た
が
、
さ
ら
に
詳

[

し
く
見
れ
ば
、

の
よ
う
に
、
日
本
語
の
場
合
、
b㎞

・hm
の
ほ
か
に
、
回

・圏

も
区
別
さ
れ
る

(二
つ
の
音
が
対
立
し
、

意
味
の
区
別
が
あ
る
)
。
し
か
し
、
閲
南
語
で
は
有
声
音
と
無
声
音
の
区
別
が
あ
ま
り
明
確
で
な
い
。

従

っ
て
、
闘
南
語
を
母
語
と
す
る
人
々
が
日
本
語
を
学
習
す
る
場
合
で
は
対
立
す
る
は
ず
の
回

・囹
の

音
の
違
い
を
難
視
す
る
傾
向
が
あ
り
、
し
ば
し
ば
両
者
を
混
同
し
て
発
音
す
る
よ
う
で
あ
る

(北
京
官

話
や
広
東
語
を
話
す
人
々
の
場
合
も
同
様
)
。

こ
の
ほ
か
、
田

と
d

・圏
と
回

・同
と
田

な
ど
の
交
替
も
よ
く
見
ら
れ
る

(例
え
ば
、

「未
ダ
」
を

「
マ
タ
」

.
「男
性
」
を

「ナ
ン
セ
イ
」
あ
る
い
は

「ラ
ン
セ
イ
」

・
「子
供
」
を

「
コ
ロ
モ
」
と
言

う
等
)
。
北
京
官
話
を
母
語
と
す
る
人
々
場
合
は
司
・
b
も
混
同
し
や
す
い

(例
え
ば
、

「勉
強
」
を

「
メ
ン
キ
ョ
ウ
」
と
言
う
等
)
。
従

っ
て
、
中
国
人
は
.
日
本
語
を
発
音
す
る
時
、
特
に
、
こ
れ
ら
の

点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
こ
れ
に
関
す
る
参
考
文
献
と
し
て
以
下
の
も
の
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

服
部
四
郎

「音
声
学
」

寺
川
喜
四
郎

「大
東
亜
諸
言
語
と
日
本
語
」

文
化
庁

「音
声
と
音
声
教
育
」

野
沢
素
子

「台
湾
人
留
学
生
の
日
本
語
学
習
に
於
け
る
音
声
の
諸
問
題
に

つ
い
て
の
報
告
」

「日
本
語
と

日
本
語
教
育

3
」
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